On the Regenerative Amplification by 中川 孝之
187 
再 生 増 幅 に つ い て
中
孝 之J 11 
On the Regenerative AmpJification. 
Takayuki NAKAGA W A 
Aα:ording to the theory of the nonlinear osci1lation， 1 ha ve analysed on the mechanism 
of the operation of the regenerative amplefication， and have explained the 氏支iproca1 relations 
among the conductance of the vacuum tube， the circuit elements and the低temal signals. 
，. は し が き
変位の電気的測定についての装置に 良く 再生増幅方式が用いられている。 この方式は古くから知
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v= 合 f i1dt 
(1)， (2)， (3)式よりi1，ら を消去すると
R， _: • 1 __ M /_ _ __.，' v+工7v+ EEJ v-ttくS1-ssvmz ZEJS1nd
となり，さらに 計算を容易ならしめるため
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は真空管の動特性のスパシ〉とすれば(5)式は次のようになる。
x+x =hx十x(α-βx2)十Eosin'T (6) 
今 振 動の周波数を定める ωが ω1に非常に近いときは上のb， α ，β は次のようにおかれる。
長222，供吋1Mーでとβキ吋3M山 山1μ1 (7) 




lâ.N r.)âS J 3_，Qâsl β'A3 F( x ，x ，Eosin7 ) = hAcos( 'Tーθ)-sin('Tーθ) �Aα一βA十一βA一}一一一'-sin3(τ一θ〉t---- ，--- ， 4 ，--- J 
+EoSin'T (8) 
振幅，位相の時間的変化については
dA 1 (2π 2EJ =一五 J � F {Acos( 'Tーめ，-Asin('T-O)， Eosin寸}sinむT一削7 (9) 
d θ 1 (2π 2d� = 7tA J � F{AcoS(7 -0)， -A sin(←θ)， Eo sill'7}c附一θ) d'T (叩)
ここ で 考える動作は定常状態になる場合で あるから(9)，(10)式において左辺が零で ある事を満足する
A，。を求める事になる。このための条件は次のようになる。
hA+Eosinθ =0 










1 となる。今もし入力信号が無かったとき(12)より α= 一β'A2 が成立しなければならない。この時の4 
振幅A。とすれば，これは次の式を満足するもので ある。
Anll= .iα 。 王子 (14) 
A _ 1 DV z( A \3 振幅の問題について考えるので あるから(13)式において Zニ瓦， y= 4β'Eo \瓦) ， そして
g=fβ'A02とおけば次の一組の式になる。
y= ! ßEollx3 (15) 
y= gx平 下/1二F王子 (16) 
U5)式は三次式で ， 係数に注意すれば真空管の特性 ， 入力電圧によって曲線が変る。他方出)式は次
に示される2次曲線の方程式に変形される。








:t__ +ヱ一一=1 m g・ 1
今回1)， 側式について考えれば四)式は楕円の形を定めるもので， 式の形から分る様に真空管の 特




即ち真空管の動作点， 周波数ωlt 信号周波数ωが定まると楕円の傾斜角が定まり， 他方信号振幅
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とすれば包11式は次のようになる。
msin8 -nsin8 = ScosB 
。2)式が満足されるとき定常振動がおこっている。
3. 計 算 倒
(221 
上に述べた事情を明らかにするため一例をあげて考えることにする。





を lら + 竺 =1なる様に作図し， “ υ .1" . 1 
とれを切り取る。 この楕円を図-5
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4. む す び
再生増幅作用を非線型振動論の立場から考察し， 一例を計算によって求めた。
実際の装置について得られた結果と上述の解析結果と比較する事は容易でないが， との検討は次
に行いたい。 この様な解析によって真空管の非直線性， 入力信号の大きさ等に関する諸種の問題点
がかなり明らかに出来た様に思われる。
終りに日頃御指導下さっている東大南雲博士， 当工学部森教授， そして色々御検討下さった井上
教授にお礼申上げる。
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